














 The purpose of this study was to examine the effectiveness of educational program that aimed at 
nurturing of social skills for university student club’s leaders by consensus task exercise. Ninety-four 
student club’s leaders were selected for this program. This program was developed based on 
consensus task exercise from the structured group encounter. The result has shown that participants 
understood the characteristics of the realistic self in the discussion situation and realized necessity 
of conscientious communication. In addition, participants gained insight into leader’ role in the 








































































































 2014 年 9 月中旬に、A 大学のリーダー学生 94 名を対象
に実施した。対象者の属性は男子学生が 72 名、女子学生
が 22 名で、1 年生が 10 名、2 年生が 55 名、3 年生が 29
名であった。所属団体の種別は体育系団体が 28 名、文化






















表 1 有沢（2003）の乗客リスト 
職業 年齢 性別 使命・乗船理由 健康状態 家庭・恋愛 順位








フリーター 10 代 女性 













































































































































































その結果、15 グループ中 8 グループが 1 位から 6 位まで
順位を決めていた。全グループ（A～O）の順位、平均値


































位の最頻値はそれぞれ 3 位と 4 位であった。また、「政治
家」と「フリーター」も、順位の平均値が 4.8 位と同じで
あったが、順位の最頻値はそれぞれ 5 位と 6 位であった。 
 グループ用シートに記載された各乗客に対する順位理












































表 2 合意課題「タイタニックの乗客」のグループ順位 
 政治家 フリー ター 俳優 
マンガ
家 探偵 教師 
A 2 位 6 位 5 位 4 位 1 位 3 位 
B  6 位 2 位 1 位  3 位 
C 5 位 6 位 2 位 1 位 4 位 3 位 
D 2 位 6 位   
E 5 位 6 位 2 位 1 位 4 位 3 位 
F  3 位 6 位   
G  6 位 4 位 5 位 
H 6 位 1 位   
I 6 位 4 位 1 位 5 位 
J 5 位 6 位 3 位 1 位 2 位 4 位 
K 6 位 1 位   
L 5 位 6 位 2 位 1 位 4 位 3 位 
M 6 位 3 位 2 位 1 位 5 位 4 位 
N 5 位 6 位 2 位 1 位 4 位 3 位 
O 4 位 5 位 3 位 1 位 6 位 2 位 
平均値 4.8 位 4.8 位 2.9 位 1.6 位 3.5 位 3.5 位 
標準偏差 1.4 1.9 1.5 1.3 1.7 0.9 
最頻値 5 位 6 位 2 位 1 位 4 位 3 位 
アルファベットは各グループを表す 
合意課題エクササイズを用いたクラブ・サークルリーダー学生の社会的スキルの育成








































































































































0 名（0.0%） 7 名（7.4%） 64 名（68.1%） 23 名（24.5%） 
集団の活動や運営について 
もっと学んでみたいか 
全く思わない あまり思わない やや思う 非常に思う 
2 名（2.1%） 16 名（17.0%） 53 名（56.4%） 23 名（24.5%） 
 


























































































































































































































巻末資料 1 プログラム全体の概要と工夫点 
１． 筆者の自己紹介（3 分） 


































ープ分）」の 2 種類である。詳細は本文参照。 
９．シェアリング（5 分） 
本プログラムを通して、感じたことや考えたこと、気づいたこと等をグループ内で一人ずつ発表させた。 
１０．まとめ（5 分） 
本プログラムのまとめを行った。 
 （工夫点）エクササイズ実施時の様子を基に、本プログラムの目的や日頃のクラブ・サークル運営と関連させて
フィードバックを行った。 
１１．アンケートの記入・提出（5 分） 
 
